
【シマ（奄美）の歴史】❹ 室町時代前期 

  ヤマト（日本）で室町幕府が開かれた１４世紀初め頃
ごろ

、沖縄
おきなわ

では各地の按司
あ じ

たちが３勢力に統合
とうごう

され、北山
ほくざん

・ 

中山
ちゅうざん

・南山
なんざん

の三山
さんざん

時代になります。沖永
おきのえ

良部
ら ぶ

島
じま

と与論
よ ろ ん

島
じま

は北山の勢力下
せいりょくか

にあり、また喜界
き か い

島
じま

は中山と繋がりが強 

い勝連按
かつれんあ

司
じ

の勢力下
せいりょくか

にあったと考えられています。このころから倭寇
わ こ う

（海賊
かいぞく

）も度々
たびたび

奄美沖縄近海に出没
しゅつぼつ

します。 

やがて三山
さんざん

を統
とう

一
いつ

した中山は琉 球
りゅうきゅう

国
こく

王
おう

となり、北山の領土
りょうど

だった与論島と沖永良部島も統治していきます。こ 

の時に、沖永良部島を治めていた世之
よ の

主
ぬし

一家（北山王の一族
いちぞく

）は、琉球王国の交渉
こうしょう

の船を「攻撃
こうげき

の船」だと間違
ま ち が

 

い自
みずか

ら命を絶
た

ちます。その墓
はか

が和泊
わどまり

町に残されています。こうして 1429年沖永
おきのえ

良部
ら ぶ

島
じま

と与論
よ ろ ん

島
じま

は琉球王国の領土
りょうど

 

となりました。その後に徳之島
とくのしま

が、1447年に奄美大島も統治下
と う ち か

となりました。最後の喜界
き か い

島
じま

は古くから南海交易
こうえき

 

の利権があり、財力
ざいりょく

と武力
ぶりょく

もあり、琉球軍の攻撃
こうげき

に 10年以上も抗戦
こうせん

しますが、ついに 1466年に琉球軍 2000人の 

大軍
たいぐん

に陥
かん

落
らく

されます。喜界島白水
しらみず

には沖縄
おきなわ

の勝連
かつれん

親方
おやかた

屋敷
や し き

跡
あと

が、また志
し

戸
ど

桶
おけ

には尚
しょう

徳
とく

王の墓
はか

が残されています。 

この頃、奄美大島の各地で山頂
さんちょう

や台地の上にお城
しろ

が築
きず

かれます。尾根筋
お ね す じ

を平坦
へいたん

に造成
ぞうせい

して、防御
ぼうぎょ

のため尾根
お ね

を 

 切断
せつだん

する堀切
ほりきり

（溝
みぞ

）や土手
ど て

（土塁
ど る い

）が設けられました。代表的な城跡
しろあと

に奄美市笠利町の赤木名
あ か ぎ な

城跡があります。 

 

こうして奄
あま

美
み

群島
ぐんとう

全域
ぜんいき

が琉球王国の領土
りょうど

となりました。琉球王国の奄
あま

美
み

支配
し は い

は、各地域
ち い き

を「間切
ま ぎ り

」に行政
ぎょうせい

区分
く ぶ ん

 

し、各間切には大親
ふ う や

と呼
よ

ばれる最高
さいこう

職
しょく

の役人と、その下に与人という役人が置かれ、その下に集落
しゅうらく

単位
た ん い

の役人
やくにん

が 

配置
は い ち

され、さらにノロと呼
よ

ばれる女性神職
しんしょく

が配置
は い ち

されました。ノロは琉 球
りゅうきゅう

国王
こくおう

から任命
にんめい

され、豊作
ほうさく

祈願
き が ん

や人々の 

無病
むびょう

息災
そくさい

などを祈
いの

りました。1446年琉球王国は奄美全域
ぜんいき

に農産物
のうさんぶつ

などの年貢
ね ん ぐ

の納入
のうにゅう

と城
しろ

や道路造
どうろづく

りの夫役
ふ や く

を命じ 

ました。これに対し、屋喜内
や け う ち

間切
ま ぎ

などで反乱
はんらん

が起
お

こりますが、琉球軍に鎮圧
ちんあつ

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 与論
よ ろ ん

島
じま

に按
ア

司
ジ

根津
ニ ッ チ

栄
ェー

伝説
でんせつ

があります。怪力
かいりき

勇敢
ゆうかん

で剣術
けんじゅつ

弓
ゆみ

名人
めいじん

でしたが、琉 球
りゅうきゅう

国
こく

王
おう

と

弓の貸
か

し借
か

りがもとで、千人の軍で攻
せ

められます。それを全滅
ぜんめつ

させますが、敵
てき

の矢
や

で死 

んでしまいます。人々はその死体を海が見える丘
おか

に立て再
さい

襲撃
しゅうげき

に備
そな

えます。その姿
すがた

に恐
おそ

れた千人の琉
りゅう

球軍
きゅうぐん

は混乱
こんらん

し、海に沈
しず

むなど自滅
じ め つ

します。「生きて千人、死んで千人」と

語
かた

り継
つ

がれ、与論の守り神様
かみさま

として祀
まつ

られています。 

倭寇（海賊）出没 

琉球軍の攻撃だ。 

とても勝てない 

按司根津栄 

 沖永良部島と与論島は

三山の統一までは北山

の勢力下だった。 

中山 

北山 

南山 

喜界島は琉球

軍に徹底抗戦 

奄美大島の７間切

り 

神
職
ノ
ロ 

笠利 

名瀬 

屋喜内 

古見 

住
用 

東 

西

し 

喜界島を勢力下において

いた勝連按司の拠点地 

琉球軍 

世之主 

喜界島の勝連屋敷跡 
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【ヤマト（日本）の歴史】⓹ 江戸時代前期 

   豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

の死後
し ご

、徳川
とくがわ

家康
いえやす

は多くの大名を味方
みかた

につけ勢力
せいりょく

を強めます。1600年関ケ原
せきがはら

の戦いで徳川
とくがわ

家康
いえやす

は豊臣方
とよとみがた

を破り、 

1603年征夷
せいい

大将軍
たいしょうぐん

となり、江戸
え ど

に幕府
ばくふ

を開きます。そして1615年には大阪
おおさか

城
じょう

に立てこもる豊臣
とよとみ

一族
いちぞく

を滅
ほろ

ぼし、完全
かんぜん

に天下
てんか

 

統一
とういつ

を果たします。江戸幕府は２代将軍
しょうぐん

秀
ひで

忠
ただ

から３代将軍
しょうぐん

家光
いえみつ

の時代に大名が守るべき「武家
ぶ け

諸法度
しょはっと

（城の新築禁止・大 

名間の結婚禁止など）」や参勤交代などの制度を定
さだ

め、全国
ぜんこく

支配
しはい

の仕組
し く

みを整
ととの

えました。武家
ぶ け

諸法度
しょはっと

に反した理由
りゆう

で取り潰
つぶ

 

された大名は多く、江戸
え ど

幕府
ばくふ

開始
かいし

は91家だったのが、50年ほどで29家に激減
げきげん

しました。また、宣教師
せんきょうし

が伝えるキリスト教は幕府
ばくふ

の統治
とうち

の妨
さまた

げになるとして禁止
きんし

し、信者
しんじゃ

 

を厳
きび

しく弾圧
だんあつ

しました。そして貿易
ぼうえき

もキリスト教を広めない中国
ちゅうごく

とオランダに限定
げんてい

し長崎
ながさき

の出島
でじま

で行い、外国への行き来も禁止しました。これを鎖国
さこく

と言います。      

 

 

 

 

 

 

 

 

   家康
いえやす

は諸大名
しょだいみょう

を、徳川家
とくがわけ

の親戚
しんせき

の「親藩
しんぱん

」、古くからの家来
けらい

「譜代
ふだい

」、関ヶ原
せきがはら

の戦いで敗
やぶ

れたため徳川家
とくがわけ

に従
したが

った「外
と

様
ざま

」に分け、特に外
と

様
ざま

大名
だいみょう

には監視
かんし

し弱体
じゃくたい

化
か

を図
はか

っ

ていました。薩摩藩
さつまはん

は外
と

様
ざま

大名
だいみょう

でした。豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

の時の７年間にわたる「朝鮮
ちょうせん

出兵
しゅっぺい

」に薩摩藩は１万の大軍
たいぐん

を送り、そして関ヶ原の大敗
たいはい

などで苦しい財政
ざいせい

状
じょう

態
たい

でした。 

 そこで薩摩藩
さつまはん

は、秘策
ひさく

を実行
じっこう

します。「朝鮮
ちょうせん

出兵
しゅっぺい

の際
さい

に、琉 球
りゅうきゅう

国
こく

は食 料
しょくりょう

や兵
へい

を出さない無礼
ぶれい

だった。」との理由
りゆう

をつけ、家康
いえやす

に「罰
ばつ

として琉 球
りゅうきゅう

を懲
こ

らしめる琉 球
りゅうきゅう

侵攻
しんこう

」 

を申
もう

し出て許可
きょか

されたのです。しかし、薩摩藩
さつまはん

の真
しん

の目的
もくてき

は藩
はん

の苦しい財政
ざいせい

を立直
nao

すための「琉 球
りゅうきゅう

と明
みん

（中国）の貿易
ぼうえき

利益
りえき

の横取り
よ こ ど り

」でした。 

 

 

 

 

 

 

 

徳川家康 大阪城落城 

諸大名
しょだいみょう

は１年おきに自国
じこく

から江戸へ行列
ぎょうれつ

を組み出向
で む

き、将軍
しょうぐん

に服従
ふくじゅう

を誓
ちか

いました。

そこで１年間江戸警護などを務めて帰国しますが、大名の妻
つま

と子は人質
ひとじち

として江戸
え ど

の屋敷
やしき

に住まわされました。江戸滞在費
たいざいひ

や途中
とちゅう

の旅費
りょひ

などばく大で、大名には大きな財政
ざいせい

負担
ふたん

で

した。（※ 参勤
さんきん

とは江戸へ赴
おもむ

くことで、交代
こうたい

とは自分の領地
りょうち

に帰
かえ

ること） 城の新築禁止 大名間の結婚禁止 自国～江戸への参勤交代 

徳
川
家
康 

何々
なになに

、琉球国の無礼
ぶれい

を懲
こ

らしめると言うのか？ 
島
津
家
久
（
想
像
画
） 

外
と

様
ざま

の薩摩藩が兵
へい

や戦費
せんぴ

をたくさん使い弱体
じゃくたい

する

のは良いことだ。やればいいよ。ふふふ・・・。 

しめしめ、これで堂々
どうどう

と琉
りゅう

球
きゅう

国
こく

に侵攻
しんこう

できるぞ
る

。 

明
みん

との貿易
ぼうえき

の利益
りえき

はわが藩
はん

のものだ。そして奄
あま

美
み

の 

島々
しまじま

からも税
ぜい

をたっぷり搾
しぼ

り取
と

るぞ。ふふふ・・。 
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【シマ（奄美）の歴史】❺ 江戸時代初期 

   江戸
え ど

時代
じだい

開始
かいし

間もない1609年、薩摩藩
さつまはん

は琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

国
こく

へ軍事
ぐんじ

侵攻
しんこう

し琉球王国を支配
しはい

しました。目的
もくてき

は琉球国の明
みん

（中国）との貿 

  易の利益
りえき

の横取
よこど

りでした。薩摩藩は、関ケ原
せきがはら

の戦
たたか

いで豊臣方
とよとみがた

に味方
みかた

したため、外
と

様
ざま

大名
だいみょう

となり、幕府
ばくふ

からの公共
こうきょう

工事
こうじ

の負担
ふたん

や 

参勤
さんきん

交代
こうたい

費用
ひよう

などで苦しい財政
ざいせい

でした。そこで1609年4月、薩摩軍
さつまぐん

3000名は軍船
ぐんせん

で山川港
やまがわこう

を出港
しゅっこう

し、途中
とちゅう

で琉 球
りゅうきゅう

国
こく

支配下
し は い か

の 

奄
あま

美
み

群島
ぐんとう

を攻撃
こうげき

します。笠利町手
て

花部
け ぶ

の津
つ

代
しろ

では海岸
かいがん

線
せん

に防護
ぼうご

柵
さく

を設
もう

け抗戦
こうせん

しますが圧倒的
あっとうてき

兵力
へいりょく

の薩摩軍に征服
せいふく

されます。また 

徳之島
とくのしま

秋
あき

徳
とく

湊
みなと

（現在の亀
かめ

徳
とく

港
こう

）では、島民たちも乏
とぼ

しい武器
ぶ き

で勇敢
ゆうかん

に戦います。陸上戦
りくじょうせん

で薩摩軍
さつまぐん

を追
お

い返
かえ

しますが、軍船
ぐんせん

から 

の鉄砲
てっぽう

攻撃
こうげき

で敗
やぶ

れ降伏
こうふく

します。両軍
りょうぐん

合わせて300名以上が戦
せん

死
し

しました。そして薩摩軍は南下
なんか

し琉球王国に侵攻
しんこう

します。琉球王  

国も激
はげ

しく抵抗
ていこう

しますが、力尽
ちからつ

きて5月に降参
こうさん

し、薩摩藩の支配下
し は い か

に置
お

かれました。そして1611年、奄
あま

美
み

群島
ぐんとう

は琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

国
こく

から 

切り離
はな

され薩摩藩
さつまはん

の直接
ちょくせつ

支配地
し は い ち

となりました。 

薩摩藩
さつまはん

はこの支配
しはい

を対外的
たいがいてき

に隠
かく

すため、表向
おもてむ

きには琉球国を独立
どくりつ

国家
こっか

として存続させ、奄美群島も「琉 球
りゅうきゅう

国之内
こくのうち

（琉球王国の 

領土
りょうど

）」とし、島民
とうみん

の服装
ふくそう

は大和風
やまとふう

でなく琉球風
りゅうきゅうふう

にさせました。琉球王国統治時代からの七間
ま

切
ぎり

制度
せいど

を継承し、それぞれの間切 

を２つの「方」に分け、七間切十四方にしました。（例：屋喜
や き

内間
うちま

切
ぎり

は宇検
うけん

方と大和
やまと

浜
はま

方になった。）そして間切最上級
さいじょうきゅう

役職
やくしょく

の 

「大親
ふうや

」は廃止され、新
あら

たに各間切の各方に「与人
よひと

」が設置され、他に「横目
よこめ

」「筆子」などの役職
やくしょく

が置かれ、島
しま

役人
やくにん

による行政  

組織
そしき

が整
ととの

えられました。。こうして奄美群島の「薩摩
さつま

世
よ

」が始まり、琉 球
りゅうきゅう

（沖縄
おきなわ

）とは異
こと

なる歴史
れきし

を歩
あゆ

むことになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薩摩軍出港 

山
川
港 

手花部津代 

で抗戦 

征服され、王は薩摩へ 

人質に連れていかれる 

薩摩軍と戦う徳之島の島民たち 

薩
摩
藩
の
直
接
統
治
（
領
土
） 

薩
摩
藩
の
間
接
統
治 

江戸幕府の南限 

奄美は表向きは琉球国 

（実際は薩摩支配地） 

薩摩藩は、対外的には 

琉球国の存在を装った。 

多額の税 

七
間
切
十
四
方 

屋喜内間切 

（大和浜方） 

屋喜内間切（宇検方） 

 

奄
美
島
民
の
身
な
り
は
大
和
風
で

な
く
琉
球
風
に
さ
せ
ら
れ
た
。 

秋徳湊で抗戦 

笠
利
町
手
花
部
津
代
で
薩
摩
軍
に

島
民
た
ち
は
海
岸
で
抗
戦
す
る 
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【ヤマト（日本）の歴史】⓺ 江戸時代中期 

  戦乱
せんらん

の世
よ

が終わった江戸
え ど

時代
じだい

には、芸能
げいのう

・芸術
げいじゅつ

・医学
いがく

・化学
かがく

・学問
がくもん

・産業
さんぎょう

が目覚
め ざ

ましく発達
はったつ

発展
はってん

しました。歴史
れきし

物語
ものがたり

や事件
じけん

を演
えん

じた歌舞伎
か ぶ き

や人形
にんぎょう

浄瑠璃
じょうるり

は庶民
しょみん

の楽しみ 

でした。名所
めいしょ

風景画
ふうけいが

や美人画
び じ ん が

などを多色刷
たしょくず

りの版画
はんが

にした浮世絵
う き よ え

も大量
たいりょう

に売買
ばいばい

されました。これらは後
のち

に世界の絵画
かいが

にも大きな影響
えいきょう

を与えました。杉田
すぎた

玄
げん

白
ぱく

や前野良沢
まえのりょうたく

が人体
じんたい

 

の解剖
かいぼう

を見て、オランダ語の医学書
いがくしょ

を日本語
に ほ ん ご

に翻
ほん

訳
やく

した「解体
かいたい

新書
しんしょ

」を出版
しゅっぱん

すると、蘭学
らんがく

（オランダ語）が盛
さか

んになりました。また、「古事記
こ じ き

」や「万葉集
まんようしゅう

」など日本
にほん

古来
こらい

の 

学問の国学
こくがく

も広まりました。松尾
まつお

芭蕉
ばしょう

は東北を旅し「奥
おく

の細道
ほそみち

」で俳諧
はいかい

を発展
はってん

させました。伊能
いのう

忠
ただ

敬
たか

は日本中を測量
そくりょう

し正確
せいかく

な日本
にほん

地図
ち ず

を完
かん

成
せい

させました。各地で農地
のうち

が拡
かく

大
だい

し、、幕府
ばくふ

開始期
か い し き

から田畑
たはた

は２倍ほどになり、農機具
の う き ぐ

や肥料
ひりょう

も工夫されて商品
しょうひん

作物
さくもつ

栽培
さいばい

も盛
さか

んになりました。一方で重税
じゅうぜい

に反発
はんぱつ

した農民
のうみん

一揆
いっき

も各地
かくち

で起
お

こりました。 

  

  

 

 

 

 

 

  1754年（宝暦
ほうれき

４年）、薩摩藩
さつまはん

は幕府
ばくふ

から美濃
み の

の国（現
げん

：岐阜県
ぎ ふ け ん

）の木曽川
き そ が わ

・長良川
ながらがわ

・揖斐川
い び が わ

の治水
ちすい

工事
こうじ

を命ぜられました。この 

 ３つの川は、川底
かわぞこ

に高低差
こうていさ

があり、互
たが

いに合流
ごうりゅう

、分流
ぶんりゅう

する複雑
ふくざつ

な地形
ちけい

から洪水
こうずい

が多発
たはつ

していました。幕府
ばくふ

のねらいは外
と

様
ざま

大名
だいみょう

 

の薩摩藩
さつまはん

の財政
ざいせい

弱体化
じゃくたいか

もありました。工事
こうじ

は困難
こんなん

を極
きわ

めました。薩摩
さつま

から総奉行
そうぶぎょう

の平田靭負
ひらたゆきえ

と共に来た家来
けらい

たちは、工事
こうじ

資材
しざい

 

の土砂
どしゃ

・石材
せきざい

・材木
ざいもく

などを遠
とお

い山奥
やまおく

から運
はこ

び、冬の冷
つめ

たい風や川水の中で大変な重労働
じゅうろうどう

でした。食 料
しょくりょう

不十分
ふじゅうぶん

で栄養
えいよう

不足
ぶそく

や 

伝染病
でんせんびょう

などで多くの犠牲者
ぎせいしゃ

も出ました。この治水
ちすい

工事
こうじ

の費用
ひよう

は４０万両
まんりょう

以上にもなり、薩摩藩
さつまはん

には大きな負担
ふたん

となりました。 

 この以前
いぜん

から薩摩藩は奄美の黒砂糖
くろざとう

が米よりも高額品
こうがくひん

であることに目を付
つ

け、以前から薩摩藩の専売
せんばい

制度
せいど

にしていましたが、 

1745年に年貢
ねんぐ

米
まい

一石
いっこく

に対して納
おさ

める黒砂糖の斤数
きんすう

を定
さだ

めた「換
かん

糖
とう

上納令
じょうのうれい

」を発令
はつれい

し、奄美から強制的
きょうせいてき

に黒砂糖
くろざとう

を納
おさ

めさせまし 

た。これにより奄美群島では稲作
いなさく

からサトウキビ栽培
さいばい

への転換
てんかん

が進みます。初めは奄美大島・喜界島・徳之島からでした。 

（※ 当時の1
１

万両
まんりょう

は現在
げんざい

の米の価格
かかく

から計算
けいさん

して約
やく

６億円で４０万両は約２４０億円
おくえん

）（※ 米１石
こく

はお酒
さけ

瓶
びん

１升
しょう

の100本分の約100升
しょう

で約180㎏。） 

換糖令 

年貢は米か

ら黒砂糖に 

夏草や兵どもが夢の跡 

奥
の
細
道 

農
業
の
発
達 

歌舞伎 

浮世絵 

木曽三川 

薩摩藩 

江戸 

薩摩～江戸は４０日以上 

治水工事 

想
像
図 

参勤交代経路 

浮世絵 

伊
能
忠
敬
の
測
量
器 
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【シマ（奄美）の歴史】❻ 江戸時代中期 

龍郷
たつごう

生まれの田畑
たばた

佐
さ

文
ぶん

仁
じ

は薩摩
さつま

の国分
こくぶ

地方
ちほう

で新田
しんでん

開発
かいはつ

工事
こうじ

を学び、1712年から14年間、奄美大島各地
かくち

で海を埋
う

め立 

て、山の開墾
かいこん

を行い、500ヘクタールの田畑
たはた

を造成
ぞうせい

し、狭
せま

い耕地
こうち

で貧
まず

しい生活の島民を助け、さらに製糖用
せいとうよう

水車
すいしゃ

の開 

発など奄美の農業発展に尽力しました。特に龍郷
たつごう

湾
わん

奥
おく

の「浦
うら

の橋立
はしだて

」は海中に600mの堤防
ていぼう

を築
きず

いて海をせき止め、トンネル「とおしめ」を 

掘
ほ

り、海水の出入りを調節
ちょうせつ

しながら干拓を行いました。これにより約20ヘクタールの広大
こうだい

な土地ができました。また、一説には、「俵
たわら

に土石を入れ、堤防の土砂の流失を防 

いだ」と言われています。 

【サトウキビ伝来
でんらい

・直川
すなおかわ

智
ち

伝説
でんせつ

】（大和村
やまとそん

開饒
ひらとみ

神社
じんじゃ

の碑文
ひぶん

から）  その昔、大和浜の直川
すなおかわ

智
ち

は琉球へ渡
わた

る途中
とちゅう

、嵐
あらし

で 

遭難
そうなん

し中国のある村に漂
ひょう

着
ちゃく

した。そこでサトウキビ栽培
さいばい

と黒砂糖
くろざとう

生産
せいさん

技術
ぎじゅつ

を学び、３本のキビ苗
なえ

を持ち帰り大和村の 

大金久西浜に植えた。サトウキビは見事
みごと

に実
みの

り、黒砂糖
くろざとう

生産にも成功した。これが奄美各地
かくち

に広まっていった。 

   サトウキビ伝来
でんらい

・黒砂糖生産の経緯
けいい

や年代
ねんだい

等
とう

は諸説
しょせつ

ありますが、大和村の「和家
にぎけ

文書
ぶんしょ

」の直
すなお

嘉
か

和知
わ ち

（川智の曾孫
そうそん

）や三
み

和良
わ ら

（和家
にぎけ

の先祖
せんぞ

） 

の業績
ぎょうせき

記述
きじゅつ

から、直家
すなおけ

や和家
にぎけ

の深い関与
かんよ

がうかがえます。また、薩摩藩
さつまはん

の専売
せんばい

制度
せいど

が1713年からであることから、これ以前から奄美ではサト 

ウキビ栽培
さいばい

・黒砂糖生産が盛
さか

んになっていたと考えられます。 

  薩摩藩は1745年、奄美からの年貢
ねんぐ

を米から黒砂糖にする「換
かん

糖
とう

上納令
じょうのうれい

」を出しました。当時、黒砂糖は栄養
えいよう

豊富
ほうふ

 

  で美味
び み

なため「天下
てんか

の台所
だいどころ

大坂
おおさか

市場
いちば

」では高値
たかね

で取引
とりひき

されました。その収益
しゅうえき

に薩摩藩は目を付
つ

けたのです。薩摩藩 

は木曽
き そ

川
がわ

治水
ちすい

工事
こうじ

や参勤
さんきん

交代
こうたい

などの出費
しゅっぴ

でばく大な借金
しゃっきん

が重なり、藩の乏
とぼ

しい収 入
しゅうにゅう

だけでは借金の利息
りそく

さえ払
はら

え 

ない悲惨
ひさん

な状 況
じょうきょう

でした。そこで薩摩藩は、「奄美の黒砂糖で財政
ざいせい

再建
さいけん

」を企
たくら

んだのです。しかし、島民に割
わ

り当てられた量
りょう

の年貢
ねんぐ

黒砂糖
くろざとう

 

を納
おさ

めるには土地は狭
せま

く、米
こめ

野菜
やさい

栽培
さいばい

の田畑
たはた

はサトウキビ畑に変えざるを得ませんでした。米やイモなどの保存食
ほぞんしょく

が生産できず飢饉
ききん

の時の食
た

 

べ物が不足し、1755年の凶作
きょうさく

で徳之
とくの

島
しま

では3000人が餓死
が し

しました。こうして後
のち

に黒砂糖の私売
しばい

を禁
きん

じ、生産した黒砂糖は米などの諸物品
しょぶっぴん

と 

薩摩藩が設定
せってい

した不当
ふとう

価格
かかく

で買い入れる「総買入制
そうかいいれせい

」が始まると、本格的
ほんかくてき

な「植民地
しょくみんち

」「黒砂糖
くろざとう

地獄
じごく

」になっていくのです。 

浦の橋立「郷土の先人」より 

龍郷湾奥 

干拓地 

黒砂糖 

奄美の島々の田んぼや畑はサトウキビ畑にされた 

島で餓死者続出 

開
饒
神
社 

3本のキビ苗 
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【ヤマト（日本）の歴史】⓻ 江戸時代末期 

1830年、江戸幕府による財政
ざいせい

改革
かいかく

「天保
てんぽ

の改革」を受けて、薩摩藩
さつまはん

で藩主
はんしゅ

・島津
しまづ

重豪
しげひで

と家老
かろう

・調所
ずしょ

広
ひろ

郷
さと

が藩
はん

財政
ざいせい

再建
さいけん

の策
さく

を練
ね

っていました。 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

江戸幕府が財政改革に取り組み始めた頃、1853年と翌年
よくねん

、 アメリカ海
かい

軍
ぐん

提督
ていとく

ペリーの「黒船
くろふね

艦隊
かんたい

」が来航
らいこう

し、捕鯨
ほげい

船
せん

への食料や水の補給
ほきゅう

などを要求
ようきゅう

しました。幕府はその 

圧力
あつりょく

に屈
くっ

し、下田
しもだ

（静岡県
しずおかけん

）などを開港
かいこう

し、その後に貿易
ぼうえき

や裁判
さいばん

の不平
ふびょう

等
どう

条約
じょうやく

を結
むす

び、鎖国
さこく

から開国
かいこく

へと舵
かじ

を切りました。国内でこれに反発
はんぱつ

する「尊王
そんのう

攘夷
じょうい

運動
うんどう

＝天皇
てんのう

を敬
うやま

 

い外国
がいこく

を排
はい

除
じょ

する」動
うご

きが出ると、幕
ばく

府側
ふがわ

は弾圧
だんあつ

を行い（安政
あんせい

の大獄
たいごく

）、逮捕
たいほ

・死刑
しけい

・暗殺
あんさつ

が広がり国内は大混乱
だいこんらん

になりました。しかし、外国
がいこく

排除
はいじょ

の中心だった長州藩
ちょうしゅうはん

（山口 

県）や薩摩藩
さつまはん

（鹿児島県）がイギリスやアメリカとの戦いで惨
ざん

敗
ぱい

すると、両藩
りょうはん

を中心に「日本は進んだ西洋
せいよう

文明
ぶんめい

を 

習
なら

い巨大
きょだい

な軍事力
ぐんじりょく

を持つべきだ。」と、尊王
そんのう

倒幕
とうばく

運動
うんどう

の気運
きうん

が高まっていきました。土佐藩
と さ は ん

出身
しゅっしん

の坂
さか

本龍
もとりょう

馬
ま

が仲介
ちゅうかい

 

した薩摩
さつま

長 州
ちょうしゅう

同盟
どうめい

を軸
じく

とした大きな勢力
せいりょく

に屈
くっ

し、1867年、15代将軍
しょうぐん

徳川
とくがわ

慶喜
よしのぶ

は「政権
せいけん

を朝廷
ちょうてい

（天皇
てんのう

）に返上
へんじょう

 

する大政
たいせい

奉還
ほうかん

」を宣言
せんげん

しました。さらに薩摩藩
さつまはん

の西郷
さいごう

隆盛
たかもり

・大久
おおく

保利通
ぼとしみち

、長州藩
ちょうしゅうはん

の木戸
き ど

孝
たか

允
よし

、公家
く げ

の岩倉
いわくら

具視
ともみ

ら 

が中心となり、「王政
おうせい

復古
ふっこ

の大号令
だいごうれい

＝幕府
ばくふ

の完全
かんぜん

廃止
はいし

」を宣言
せんげん

しました。それに反発する幕府軍との戦いもありましたが、薩摩
さつま

長州軍
ちょうしゅうぐん

を主力とする新政府軍
しんせいふぐん

に敗れます。こう 

して鎌倉幕府から700年ほど続いた武家政治が幕を閉じました。 

 調所
ずしょ

よ、わが藩
はん

の借金
しゃっきん

は500万両
まんりょう

になった。利息
りそく

だけでも年60万両だ。藩の年間
ねんかん

産物
さんぶつ

高
だか

はたった 

14万両だ。これではとても返済
へんさい

できない。日本一の貧乏藩
びんぼうはん

だ。このままでは倒産
とうさん

だ。何か策
さく

はないか。 

 500万両の借金
しゃっきん

は今
こん

後
ご

250年間
ねんかん

で返しましょう。それも利息
りそく

無
な

しの元金
がんきん

だけにしましょう。踏
ふ

み倒
だお

しですが「実質
じっしつ

借金
しゃっきん

無
な

し」になります。名案
めいあん

でしょう。ふふふ・・・。 

奄美群島の黒砂糖は高額品
こうがくひん

です。島民
とうみん

には米
こめ

野菜
やさい

を作らせずに、黒砂糖だけ作らせて年貢
ねんぐ

黒砂糖を増
ふ

やしましょう。年貢以外の黒砂糖も島民らが自由
じゆう

に販売
はんばい

することを禁止
きんし

して全部
ぜんぶ

藩
はん

が買い取り、大阪
おおさか

市場
いちば

で高く売るのです。島民の生活品
せいかつひん

は藩が定
さだ

める高値
たかね

で売りつければ藩が丸儲
まるもう

けです。違反者
いはんしゃ

は厳
きび

しく罰
ばっ

すれば皆
みな

従
したが

うでしょう。ふふふ。 

島
津
重
豪 

調
所
広
郷 

アメリカは太平洋
たいへいよう

でクジラを捕獲
ほかく

中だ。捕鯨
ほげい

船
せん

の燃料
ねんりょう

や食料・水が必要
ひつよう

だ。 

鎖国
さこく

をやめろ。日本での犯罪
はんざい

もＯＫね。貿易
ぼうえき

利益
りえき

も俺
おれ

たちの有利
ゆうり

にするぞ。 

開国
かいこく

は朝廷
ちょうてい

が許
ゆる

さない。諸藩
しょはん

も反対
はんたい

し国は混乱
こんらん

だ。

しかしアメリカは強いし怖
こわ

い。仕方
しかた

ない、開国か・・。 

ペ
リ
ー
提
督 

徳
川
慶
喜 

新政府と幕府軍の「戊辰戦争＝函館・五稜郭での戦い」 

・借金
しゃっきん

は250年で返済
へんさい

 

・奄美群島の黒砂糖
くろざとう

収奪
しゅうだつ

 

・生活品の高値
たかね

売
う

りつけ 
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【シマ（奄美）の歴史】❼ 江戸時代末期 

   薩摩藩
さつまはん

の黒砂糖
くろざとう

収奪
しゅうだつ

で、奄美群島は「黒砂糖
くろざとう

地獄
じごく

」にされました。大量の年貢
ねんぐ

黒砂糖を納
おさ

めるため、田畑
たはた

はサトウキビ畑に変えざるを得ませんでした。島民たちは日々の食べ 

物が無
な

く、魚介類をはじめソテツの実
み

を毒
どく

抜
ぬ

きした澱粉
でんぷん

やシイの実
み

などで飢
う

えをしのいでいました。台風
たいふう

や飢饉
ききん

のときは餓死者
が し し ゃ

も多く出ました。年貢
ねんぐ

で残った黒砂糖も全てお金 

でなく、島民の必要
ひつよう

とする食料や衣類
いるい

などと薩摩藩が物々
ぶつぶつ

交換
こうかん

しました。それも超不当
ちょうふとう

取引
とりひき

で薩摩藩が大
おお

儲
もう

けする仕組
し く

みでした。この「総買入制
そうかいいれせい

」を徹底
てってい

するため、島役人に 

島民の労働
ろうどう

状 況
じょうきょう

を監視
かんし

させ、島民は朝から晩
ばん

まで働
はたら

かされました。そして島民が黒砂糖を隠
かく

して食べたり、自由
じゆう

に販売
はんばい

することを禁
きん

じました。違反
いはん

すると首
かぶ

枷
り

や村中
むらじゅう

引き 

回し、遠島
えんとう

・死刑
しけい

などの厳罰
げんばつ

にされました。この黒砂糖収奪
しゅうだつ

とＰ⓻の「借金
しゃっきん

250年返済」策
さく

で薩摩藩は500万両の借金
しゃっきん

を実質
じっしつ

無
な

くし、逆
ぎゃく

に幕末
ばくまつ

には300万両の財
ざい

を蓄
たくわ

えた 

と言われています。 

この黒砂糖収奪はさらなる地獄を生みます。台風
たいふう

や干
かん

ばつ等で不作
ふさく

でも藩は年貢
ねんぐ

免除
めんじょ

しませんでした。そこで貧
まず

しい農民
のうみん

たちは豪農
ごうのう

に借金
しゃっきん

を繰
く

り返
かえ

し、ついにその豪農
ごうのう

に身売
み う

 

りする債務
さいむ

奴隷
どれい

（家人ヤンチュ）となりました。家人
ヤンチュ

になれば年貢
ねんぐ

免除
めんじょ

になりますが、身売
み う

り利息
りそく

が高く、借金
しゃっきん

返済
へんさい

できず、大半
たいはん

がずっと家人のままでした。家人を抱
かか

える豪農
ごうのう

 

たちは、当時の島民の３％ほどで。大半は一般
いっぱん

農民
のうみん

か家人
ヤンチュ

でした。その豪農
ごうのう

たちは島
しま

役人
やくにん

となり、職
しょく

と富
とみ

を手にしましたが、大半の島民は「黒砂糖地獄」でした。貧富
ひんぷ

の差
さ

が 

拡大
かくだい

する時代でした。特
とく

に悲惨
ひさん

なのが、「家人どうしの子は終生
しゅうせい

家人のまま」という、まさに生
い

き地獄
じごく

でした。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 西郷
さいごう

隆盛
たかもり

は幕末
ばくまつ

、藩の命令で奄美龍郷
たつごう

・徳之島
とくのしま

・沖永
おきのえ

良部
ら ぶ

島
じま

に遠島
えんとう

になりました。龍郷で

の愛加那
あ い か な

との子・菊
きく

次郎
じろう

は後
のち

に台湾
たいわん

や京都
きょうと

の発展
はってん

に貢献
こうけん

します。沖永
おきのえ

良部
ら ぶ

島
じま

では野外
やがい

の牢屋
ろうや

に閉
と

じ込められました。島々で島民に学問
がくもん

を教えたりし交流
こうりゅう

を深めました。後
のち

に明
めい

治
じ

維新
いしん

の

立役者
たてやくしゃ

になりますが、この奄美暮
ぐ

らしが後に西郷の人格
かく

形成
けいせい

になったとも言われています。 

黒砂糖３㎏と物品の交換例 

【大阪市場では】 

 米９ｋｇ  塩１５ｋｇ 

【薩摩藩から奄美へ】 

 米1,5kg   塩1,6ｋｇ 

※物によって数十倍の差額あり 

私ペリーは江戸への途中
とちゅう

、奄美で島民ら

とアメリカのパン・豚肉
ぶたにく

と島の野菜
やさい

・鶏
とり

肉
にく

を交換
こうかん

しました。Thank youです。 
ペリー

の日記 

【犬田布騒動いぬたぶそうどう（1864年・徳之島）】 

農民為盛が黒砂糖密売
みつばい

の疑
うたが

いで拷問
ごうもん

を受けた。

為盛救 出
きゅうしゅつ

のため農民150人は仮屋
かりや

を包囲
ほうい

し、役人

を追い払
はら

い、森に7日間籠城
ろうじょう

した。奉行所
ぶぎょうしょ

も全員

奉行所
ぶぎょうしょ

も全員を罪
ざい

人
にん

にはできずに、７人を島流
しまなが

しに

７人を遠島にして無血
むけつ

解決
かいけつ

した。 島民の労働を監視する役人 首枷の刑（「南島雑話」から） 

「奄美の債務奴隷ヤンチュ」から 

参考計算引用 
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新
政
府
へ
の
不
満
爆
発 

【ヤマト（日本）の歴史】⓼ 明治時代初期 

   1868年、明治天皇
めいじてんのう

の名で政治の方針
ほうしん

「五
ご

か条
じょう

のご誓文
せいもん

（例：政治は会議で決定しよう）」が宣言
せんげん

され、明治
めいじ

時代
じだい

が始まりました。薩摩藩出身の大久保
お お く ぼ

利通
としみち

らの官僚
かんりょう

を中心と 

する明治
めいじ

政
せい

府
ふ

はいろいろな制度
せいど

改革
かいかく

を進めます。各地の「藩
はん

」を廃止
はいし

し「府
ふ

・県
けん

」とする「廃藩
はいはん

置県
ちけん

」で藩主
はんしゅ

に代わり政府の役人を任命
にんめい

しました。また「富国
ふこく

強兵
きょうへい

」策
さく

のため 

に殖産
しょくさん

興業
こうぎょう

（近代的
きんだいてき

な工業
こうぎょう

推進
すいしん

）や、徴兵令
ちょうへいれい

（強い軍隊
ぐんたい

づくり）や地租
ち そ

改正
かいせい

（税制
ぜいせい

改革
かいかく

で国の収 入
しゅうにゅう

安定
あんてい

）など推進
すいしん

しました。外国の進んだ文化も広まりました。身分
みぶん

制度
せいど

 

は改められ、旧武士も農民らも平等
びょうどう

とされ、住居・職業も自由になりました。福沢
ふくざわ

諭
ゆ

吉
きち

が書いた「学問
がくもん

のすすめ」や「学制
がくせい

（6歳以上男女の義務
ぎ む

教育
きょういく

実施
じっし

）」により、教育も広 

まりました。電報
でんぽう

や郵便
ゆうびん

制度
せいど

も整
ととの

い、鉄道
てつどう

も開通
かいつう

し、大都市
だ い と し

ではガス灯
とう

もともり、インフラ整備が進み、洋服
ようふく

を着る人や牛肉
ぎゅうにく

を食べる人が増
ふ

えました。これを「文明
ぶんめい

開化
かいか

」と 

言います。それまで武士だった士族
しぞく

は収 入
しゅうにゅう

を失い生活
せいかつ

苦
く

や廃
はい

刀令
とうれい

で刀を没収
ぼっしゅう

され、政府への不満
ふまん

が高まり、各地で士族の反乱
はんらん

が起きました。鹿児島
か ご し ま

では西郷
さいごう

隆盛
たかもり

を中心に西南
せいなん

 

戦争
せんそう

がおきますが、進んだ武器
ぶ き

を持った政府軍
せいふぐん

に士族
しぞく

中心
ちゅうしん

の西郷軍
さいごうぐん

は敗れます。この後、武力
ぶりょく

反乱
はんらん

は治
おさ

まり、言論
げんろん

で主張
しゅちょう

する社会になっていきます。やがて板垣退
いたがきたい

助
すけ

らが国会
こっかい

 

開設
かいせつ

や憲法
けんぽう

制定
せいてい

などを求
もと

める自由
じゆう

民権
みんけん

運動
うんどう

として全国に広まります。そして1889年、天皇
てんのう

が国民に与えるという形で「大日本
だいにほん

帝国
ていこく

憲法
けんぽう

」が発布
はっぷ

され、翌年
よくとし

に国会
こっかい

議員
ぎいん

選挙
せんきょ

と 

帝国
ていこく

議会
ぎかい

が行われました。最初の総理
そうり

大臣
だいじん

には伊
い

藤
とう

博文
ひろふみ

が任命
にんめい

されました。 

【富国強兵】 【文明開化】 

（殖産興業） （徴兵令）（地租改正） 

 

 

 

 

 

（製糸工場等） （３年軍役）（地価３％税） （鉄道開通）      （ガス灯） （洋風の髪型・服） （学制） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学問のすすめ「天は人の上に人をつくらず、人の下に人をつくらず・・・」 

明治天皇 大久保利通 

福沢諭吉 

人はみな平等

である。 

廃
藩
置
県
・
廃
刀
令 

武
士
の
身
分
と
収
入
失
う 

刀
取
り
上
げ
で
誇
り
失
う 

 

初代総理大臣

伊藤博文 西南戦争 

  

 明治
めいじ

政府
せいふ

は琉 球
りゅうきゅう

を日本領土
りょうど

とし、まず「琉 球 藩
りゅうきゅうはん

」を置
お

き、琉 球
りゅうきゅう

国王を藩主
はんしゅ

と

しました。そして1879年に人々の反対を抑
おさ

え「沖縄県
おきなわけん

」を設置
せっち

しました。国王は東京

に移住
いじゅう

させられ、永年
ながねん

の琉 球
りゅうきゅう

王国
おうこく

は幕
まく

を閉
と

じました。 

この過程
かてい

を「琉 球
りゅうきゅう

処分
しょぶん

」と呼んでいます。 

明治時代になり琉球王国から沖縄県へ 
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【シマ（奄美）の歴史】❽ 明治時代初期 

   明治時代になり薩摩藩
さつまはん

から鹿児島県
かごしまけん

になっても「黒砂糖
くろざとう

地獄
じごく

」は続きました。県は旧武士
きゅうぶし

の生活救済
きゅうさい

と財政
ざいせい

確保
かくほ

のため「大島
おおしま

商社
しょうしゃ

」を設立
せつりつ

し、 

「島民は大島商社だけに黒砂糖を売ること。生活品は大島商社と物々
ぶつぶつ

交換
こうかん

する。」ことにしました。これは江戸時代同様
どうよう

、島民から黒砂糖を安く買い、 

島民には物品を超高値
ちょうたかね

で売りつける手口
てぐち

でした。そこへ1875年（明治7年）、西欧
せいおう

で学んだ青年丸田
まるた

南里
なんり

が帰郷
ききょう

します。南里は島の惨状
さんじょう

に憤
ふん

慨
がい

し 

同志
どうし

らを集め、「黒砂糖は自由に売り、物品も正当
せいとう

な値段
ねだん

で自由に買うのが当然
とうぜん

だ。」と黒砂糖
くろざとう

勝手
かって

売買
ばいばい

運動
うんどう

を始めます。しかし県での直訴
じきそ

は暴力
ぼうりょく

で 

追い返され、島では警察
けいさつ

に逮捕
たいほ

投獄
とうごく

され、また陳情団
ちんじょうだん

も県で投獄
とうごく

されたあげく西南
せいなん

戦争
せんそう

に駆
か

り出されて多くの戦
せん

死者
ししゃ

を出し、さらに帰島中
きとうちゅう

に船が 

遭難
そうなん

、多くの犠牲者
ぎせいしゃ

を出し、南里も非難
ひなん

されるなど苦難
くなん

の連続
れんぞく

でした。しかし、島民の「全島
ぜんとう

沸騰
ふっとう

」の熱く激
はげ

しい運動で、ついに大島商社を解体
かいたい

に 

追
お

い込
こ

んだのです。 

 

 

 

 

 

 

 

                                             南里逮捕に怒り爆発   

 

1865年、薩摩藩は奄美大島の４カ所に白糖製造工場を設置する。貿易商の英国商人グラバーは奄美来島で南里と出会う。 

利発な南里を「ナンリーボーイ」と呼んでいた。南里はグラバーから英語を学び外国の話を聞くうちに海外渡航を夢見るようになり 

グラバーが帰国の際、共に海を渡ったのである。【史伝「丸田南里」から抜粋引用】      丸田南里の墓（名瀬小近く）                                                                                                 

 

こうして1871年、大島商社は解体
かいたい

されましたが、県はすぐに1888年（明治21年）、大和村大和
や ま と

浜
はま

に赴任
ふ に ん

経験
けいけん

がある桂
かつら

久
ひさ

武
たけ

たちの提案
ていあん

で、「南島
なんとう

興産
こうさん

商社
しょうしゃ

」を設立

し黒砂糖
くろざとう

独占
どくせん

販売
はんばい

の継続
けいぞく

を企
くわだ

てました。これに対し、大島
おおしま

島司
と う じ

（大島
おおしま

支庁
しちょう

長
ちょう

）に任命
にんめい

された元弘前
ひろさき

（青森県）藩士
は ん し

の笹森
ささもり

儀
ぎ

助
すけ

は、４年間、適正
てきせい

な入札
にゅうさつ

制度
せ い ど

や役人へ

適正
てきせい

勤務
き ん む

指導
し ど う

を行い、島民の状 況
じょうきょう

改善
かいぜん

のため「勤勉
きんべん

・倹約
けんやく

・貯蓄
ちょちく

」による自助
じ じ ょ

努力（三方法運動）を指導しました。これにより島民の負債
ふ さ い

も減少
げんしょう

しました。また

衛生
えいせい

指導
し ど う

や災害者
さいがいしゃ

の救援
きゅうえん

、さらに学校
がっこう

教育
きょういく

支援
し え ん

など、奄美の救済
きゅうさい

と発展
はってん

に尽
つ

くしました。 

奄美島民 

黒糖     物品 

安値     高値 

納入     売り 

  大島商社 

旧武士救済・県財政確保 

貧苦にあえぐ島民 

 県令（知事）に１万の

群衆と共に直訴。この後

大島商社は解体される 

警
察 

 

陳情団が大島帰島途中

遭難し、多数の死者が

出る。運動の危機。 投獄され戦場に 

島
に
帰
り
た
い 

島の苦しさを訴えるぞ 

陳情団鹿児島に出発 

【勝手売買運動開始】 

「黒糖は島民の物だ。」 
横柄な 

大島商社 怯える島民 

笹
森
儀
助 
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